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令和６年度第１１回定例松本市教育委員会付議案件 

 

［議案］ 

第１号  松本市教育委員会と松本市・山形村・朝日村中学校組合教育委員会との

教職員研修に関する連携協定の締結について 

 第２号  信州大学全学教育センターと松本市教育委員会との連携協力に関する覚

書の締結について 

第３号  松本市立学校体育施設の開放に関する規則の一部改正について 

第４号  松本市教育長の職務に専念する義務の免除について【非公開】 

第５号  令和７年度版松本市教職員研修計画について 

 

［報告］ 

第１号  令和７年度教育委員会関係当初予算について 

 

［周知］ 

１   史跡弘法山古墳発掘５０周年記念講演会の開催について 

 

［その他］ 

 

 

追加 

追加 



 

 

議案第 １ 号 

 

松本市教育委員会と松本市・山形村・朝日村中学校組合教育委員会との 

教職員研修に関する連携協定の締結について 

 

１ 趣旨 

  松本市教育委員会と松本市・山形村・朝日村中学校組合教育委員会が、教職

員研修に関する連携協定を締結することについて協議するものです。 

 

２ 内容 

  小中学校の教職員の研修は、政令指定都市及び中核市においては市教育委

員会、その他の市町村では、任命権者である県又は市町村教育委員会が実施す

ることとなっています。 

  松本市教育委員会又は松本市・山形村・朝日村中学校組合教育委員会が実施

する教職員研修に、相互の教職員が無償で参加することを可能にするもので

す。 

 

３ 教職員研修に関する連携協定書（案） 

  別添のとおり 

 

４ 今後の予定 

  ４月１日付で連携協定を締結します。 
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担当 教育政策課 

課長 小西 えみ 

電話 ３３-３９８０ 



松本市教育委員会と松本市・山形村・朝日村中学校組合教育委員会との 

教職員研修に関する連携協定書（案） 

 

 

 松本市教育委員会（以下「甲」という。）と松本市・山形村・朝日村中学校組

合教育委員会（以下「乙」という。）は、教職員研修への参加について、下記の

とおり協定する。 

 

記 

 

（目的） 

第１条  この協定は、教職員研修の相互参加により甲と乙の教職員の資質能 

    力の向上と学校教育の活性化を目的とする。 

 

（連携内容） 

第２条  甲又は乙が、教育公務員特例法（昭和二十四年法律第一号）第二十条 

    第一項第三号及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和三 

    十一年法律第百六十二号）第四十五条第一項に基づき実施する教職員 

    研修に、甲又は乙が所管する公立の小中学校等の教職員は、相互に参加 

    することができる。 

 

（費用負担） 

第３条  相互の研修に参加する費用は無償とする。 

 

（協定期間） 

第４条  この協定の有効期間は、協定締結日から令和８年３月３１日までと 

    する。 

   ２ 前項の有効期間が満了する日の３０日前までに、甲及び乙のいずれ 

    からも特段の申し出がない場合には、この協定の期間は１年間更新さ 

    れるものとし、その後も同様とする。 

 

（本協定の見直し） 

第５条  甲、乙のいずれかから、本協定の内容の変更を申し出たときは、その 

    都度協議のうえ必要な変更を行うものとする。 

 

 



（協議） 

第６条  この協定に定めのない事項又はこの協定に定める事項に疑義が生じ 

    た場合は、甲、乙協議のうえこれを定めるものとする。この協定も締結   

    を証するため、本書を２通作成し、甲乙押印のうえ、各１通を保有す 

    る。 

 

 

 

 令和７年４月１日 

 

 

    甲   松本市教育委員会  

            教育長  〇〇 〇〇 

 

 

    乙   松本市・山形村・朝日村中学校組合教育員会 

             教育長  〇〇 〇〇 

  



 

議案第 ２ 号 
 
 

信州大学全学教育センターと松本市教育委員会との連携協力に関する覚書の締結について 
 
 
１ 趣旨 

令和４年３月に締結した信州大学全学教育機構(信州大学全学教育センター)と松本市
教育委員会との連携協力に関する覚書が、令和６年度末をもって有効期間満了となる 
ため、連携協力の継続を目的に覚書を締結することについて協議するものです。 

 
２ 概要 
 ⑴ 目的 

両機関の連携のもと、教育活動全般において相互に協力し、子どもや子どもの学び
を支える大人（教職員を含む。）が体験や探究を通じて学びを深めることや人材の育成
に寄与することを目的とするものです。 

 ⑵ 期間 
   令和７年４月１日から令和１０年３月３１日まで(３年間) 
 ⑶ 変更する条項 
  ア 名称 

    現行覚書中「信州大学全学教育機構」を、現名称の「信州大学全学教育センター」
に改める。 

  イ 第２条第４項 教職員研修に関すること  
教職員研修は、令和４年度に設置された教育研修センターが担うこととなった 

ため削除する。 
 

３ 連携協力に関する覚書(案) 
  別紙１のとおり 
 
４ これまでの取組みについて 
 ⑴ 内容 

   信州大学教職員と教育文化センター職員が協力して構築した、科学を切り口とする 
講座を開催しました。 

 ⑵ 事業の進め方 
   信州大学教職員が講師となり、教育文化センター職員が講座運営を担当し、市民を

対象として小学校１年生から学ぶことのできる先端科学(数学、物理、生物、地学、  
天文等)を主題に、連携して教育普及活動を実践しました。 
また、信州大学教職員との協議によって、令和６年度から内容の深度と参加者の 

満足度を高めるため、より実践的で体験の要素を含む演習形式での実施に一本化  
しました。 

 ⑶ 実施回数及び延べ参加者 

   Ｒ４ サイエンスセミナー(講義)６回 １７８人 
      サイエンスカレッジ(演習)１回   ７人 
   Ｒ５ サイエンスセミナー(講義)６回 １００人 
      サイエンスカレッジ(演習)１回  １５人 
   Ｒ６ サイエンスカレッジ(演習)４回  ２９人 
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５ 事業効果 

 ⑴ 参加者の満足度(アンケート調査・回答率１００％) 
   参加者に実施したアンケートでは、３年間を通して８６％以上が満足、８９％以上

が講座継続を希望しており、自由記述では「楽しかった」「とてもわかりやすかった」
など好意的な感想が寄せられました。 

 ⑵ 信州大学 
当事業は地域に研究成果を発表する機会として、とても有益であるとの談話があり

ました。 
 ⑶ 教育文化センター 
  ア 当事業は、アルプスタディ(教文一日学習)、プラネタリウム、科学展示室の運営

等の事業実施等に携わる職員が、学術的な知見に接する貴重な機会となっており、
宇宙地図による遠方宇宙構造の理解や松本地方の花崗岩の組成に関わる知識の習

得・展示への活用等あらゆる面で技術向上に寄与しています。 
  イ 教育文化センターは、当事業における参加者の学術的な内容の理解を深めるとと

もに参加者が家庭、学校、地域等へ獲得した知見を広めることを目指し、教材や  
成果物の持ち帰りに取り組み、参加者及び信州大学教員から高く評価されました。 

 
６ 令和７年度以降の方向性 
 ⑴ 令和６年度同様、小学校１年生から学ぶことのできる、演習形式による講座実施を

基調とします。 
 ⑵ 信州大学との協議により、教育文化センター職員による信州大学での講座(市民を

対象としたセミナーなど)実施を検討します。 

  
７ 添付資料 
 ⑴ 信州大学全学教育機構と松本市教育委員会との連携協力に関する覚書・・・別紙２ 
 ⑵ 連携事業における講座内容及び年度別参加者満足度        ・・・別紙３ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

担当  

教育政策課 

課長 小西 えみ 

電話 ３３－３９８０ 



信州大学全学教育センターと松本市教育委員会との連携協力に関する覚書 

 

 信州大学全学教育センターと松本市教育委員会（以下「両機関」という。）は、平成１７

年６月１３日付けで締結した「信州大学と松本市との連携に関する協定書」に基づき、教

育の分野において相互に連携・協力し、事業及び研究等の充実や促進を図ることについて、  

以下のとおり覚書を締結する。 

 

 （目的） 

第１条 この覚書は、両機関の連携のもと、教育活動全般において相互に協力し、子ども 

 や子どもの学びを支える大人（教職員を含む。）が体験や探究を通じて学びを深めること 

 や人材の育成に寄与することを目的とする。 

 

 （連携事項） 

第２条 両機関は、次に掲げる事項について連携し、協力する。 

⑴ 教育活動全般の充実に関すること。 

 ⑵ 教育活動全般の調査・研究に関すること。 

 ⑶ 松本市教育文化センターの教育研究活動に係る事業に関すること。 

 ⑷ その他、両機関が必要と認める事項 

 

 （個人情報の保護） 

第３条 両機関は、この覚書に基づく連携に当たり知り得た個人情報等の秘密事項につい

て、本書の有効期間中及び有効期間終了後を問わず、第三者に開示又は漏洩してはなら

ない。 

２ 前項の規定に関わらず、法令等に基づき行政機関等から当該個人情報の開示を求めら  

 れた場合にあっては、両機関による協議の上、開示できるものとする。 

 

 （有効期間） 

第４条 この覚書は令和７年４月１日から発効し、有効期間は３年とする。ただし、その 

 間の連携・協力内容の評価を行い、両機関の合意により更新することができる。 

 

 （協議事項） 

第５条 この覚書に定める事項について疑義が生じたとき、又はこの覚書に定めのない事 

 項について必要があるときは、両機関が協議して定める。 

 

 上記覚書の締結を証するため、本覚書２通を作成し、両機関記名押印の上、各自その１

通を保有する。 

 

   年  月  日 

 

 信州大学全学教育センター            松本市教育委員会 

 センター長   ○○ ○○           教育長    ○○ ○○  
 
 
 
 
 

別紙１ (案) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別紙２ (写) 



Ｒ４～Ｒ６年度 信州大学と教育文化センターの連携事業資料 

 

１ 実施概要 

 ⑴ 令和４年度（１～６：サイエンスセミナー、７：サイエンスカレッジ） 

 テーマ 講師 実施日 概要 学びのテイクアウト 定員 申込数 参加数 

１ 
光と色を 

科学する 

勝木 明夫 

先生 

5月 8 日 

(日) 

光と色の関係を実

験を通して考える 

光の三原色を観察 

できる実験キット 
80 53 45 

２ 
数を楽しみ 

ましょう！ 

高野 嘉寿彦 

先生 

7月 23 日 

(土) 

数や円周率の性質

から歴史を考える 

円周率 5,000 桁の

表 
80 47 38 

３ 
ブラックホー

ルの見つけ方 

三澤 透 

先生 

9月 4 日 

(日) 

ブラックホールの

探し方、作り方を

紹介 

太陽光を観察でき

る 

手作り分光器キッ

ト 

80 70 35 

４ 
北アルプスで見つかった

地球最新の第四紀花崗岩 

原山 智 

先生 

10月 2 日 

(日) 

北アルプスの生い

立ちの謎を探る 

槍・穂高カルデラ

火山の本物の火砕

流堆積物 

80 53 26 

５ 
身近な植物に

数を見つける 

鈴木 治郎 

先生 

10月30日 

(日) 

自然界における数

の規則性を実物か

ら見出す 

ヒマワリの種 

まつぼっくり 
80 51 15 

６ 
遺伝子の 

変え方 

伊藤 靖夫 

先生 

11月26日 

(土) 

ゲノム編集のしく

みや私たちの生活

との関係を考える 

ブロッコリーの 

抽出 DNA 
80 53 19 

 計 480 327 178 

７ 
宇宙地図をつ

くろう 

三澤 透 

先生 

8月 10 日 

(水) 

天文データを解析

し、宇宙地図を作成 

宇宙地図の解析デ

ータ・宇宙地図 
30 15 7 

 

 

 ⑵ 令和５年度（１～６：サイエンスセミナー、７：サイエンスカレッジ） 

 テーマ 講師 実施日 概要 学びのテイクアウト 定員 申込数 参加数 

１ 放射線のはなし 
安達 弘通 

先生 

5月 7日 

(日) 

電気を帯びたミクロ

な粒子を加速して得

られる放射光を知る 

放射光について

メモ（何をどう

やって、何の役

に立つのか） 

80 24 21 

２ 
いきものを 

絶滅から守る 

坂本 真一 

先生 

7月 22日 

(土) 

北海道や長野県の希

少生物の紹介、生き

物を絶滅から守るに

は？ を考える 

ライチョウのは

く製の説明図、環

境省絶滅危惧種

パンフ、外来生物

クリアファイル 

80 15 13 

３ 
遺伝子と親ガチ

ャ？子ガチャ？ 

伊藤 靖夫 

先生 

10月 29日 

(日) 

子は親によってどれ

ほど決まるのか「遺

伝率」を考える 

ブロッコリーの 

抽出 DNA、発光写

真等 

80 70 35 

４ 
世界は相似に 

満ちている 

鈴木 治郎 

先生 

11月 25日 

(土) 

フラクタル図形を作図。コ

ンパスで河川の長さを測定 

フラクタル図

形（雪片曲線） 
80 53 26 

別紙３ 



５ 
塗り絵を 

しましょう！ 

高野 嘉寿彦 

先生 

12月 16日 

(土) 

4 色問題について長

野県市町村図を使っ

て確認する 

長野県の市

町村境の白

地図の塗り

絵 

80 51 15 

６ 
第四紀花崗岩 

3/6（6分の 3） 

原山 智 

先生 

1月 21日 

(日) 

第四紀花崗岩６つの

うち、北アルプスに

３つある理由を探る 

上高地のジ

オマップ 
80 53 19 

 計 480 266 129 

７ 
宇宙地図をつ

くろう 

三澤 透 

先生 

8月 5日 

(水) 

天文データを解析

し、宇宙地図を作成 

宇宙地図の解析

データ・宇宙地

図 

30 15 15 

 

 

 ⑶ 令和６年度（１～４：サイエンスカレッジ） 

 テーマ 講師 実施日 概要 学びのテイクアウト 定員 申込数 参加数 

１ 

私たちの優しさの理由 

～利己的な遺伝子とゲ

ーム理論～ 

伊藤 靖夫 

先生 

6月 15日 

(土) 

利他的な行動の意味

をトランプの出方の

確率で考える 

ゲーム理論の結

果 
20 9 9 

２ 
宇宙地図をつく

ろう 

三澤 透 

先生 

7月 27日 

(土) 

天文データを解析

し、宇宙地図を作成 

宇宙地図の解析

データ・宇宙地

図 

15 19 14 

３ 
たのしく旅行し

よう！ 

高野 嘉寿彦 

先生 

11月 16日 

(土) 

巡回セールスマン問

題を実際の地図で計

測して考える 

松本市とアメリ

カの地図と最短

経路 

20 16 6 

４ 
ようこそ！花崗岩ベイ

ビー（第４紀花崗岩） 

原山 智 

先生 

1月 18日 

(土) 

世界一新しい花こう

岩に触れ、その背景

を考える 

槍・穂高カルデ

ラ火山の本物の

火砕流堆積物 

30 20 29 

 計 85 44 58 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 参加者アンケート結果（満足度・今後の希望） 

 

⑴ 令和４年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

⑵ 令和５年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 令和６年 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よかった(86%)         希望する(95%)         

希望する(89%)         よかった(86%)         

希望する(96%)         満足 (100%)  



４ 自由記述 

 

⑴ Ｒ４年度 

・光が色を持っているわけではなく、人の脳が認識しているものが色だというのが目からうろこでし

た。光の実験がすごくよかったです。 

・期待以上にとっても楽しいセミナーでした。小２の息子はまだかけ算を覚えていませんが、割り算

が大好きで、足し算で計算しています。素数の話もしてあげようと思います、夏休みはいろいろな

植物の数を子どもたちと数えてみたいです。 

・このような講座をぜひ増やしていってほしいです。そうすることで、あらゆる年代の学びが深まり

学都としてふさわしい松本市になると思います。 

・クイズ形式で飽きなかった。今後、ブラックホールの何が研究されるか、わかりやすかった。 

・脳細胞の活性化にとても良いです。いろいろな内容のセミナーを受講するのはとても楽しみです。  

信大の先生なので、すごく身近な存在です。 

⑵ Ｒ５年度 

・写真や地図も分かりやすく、話の内容も小学生も理解できるレベルで楽しんで興味を深めることが

できた。堅苦しいレクチャーでなくて良い。 

・ライチョウのはく製を近くで見て、保護活動の詳細を紹介していただき興味深かったです。 

・体験、お土産も嬉しかったです。退屈することなく、あっという間でした。本も読みたいと思いま

す。与えられたご縁たっぷりのＤＮＡを最大限に生かして過ごしていきたいです。 

・理科の予習ができました。白いほやほや（ＤＮＡ）が出てきて面白かったです。 

・大学の研究に触れられる貴重な機会です。大学へ直接行くことはできませんが、教文センターなら

気軽に来ることができます。興味のある方はたくさんいると思うので、もっと広く知れ渡ってほし

いと願います。 

⑶ Ｒ６年度 

・ゲームを通して考えたので、子どもにとっても良かった。利己的にふるまうか、利他的にふるまう

か考えさせられた。 

・とても興味深い内容でした。遺伝子のことをもっと知りたくなりました。 

・宇宙地図とは一体どんなものだろうとよく分からず、でも楽しそうと思い、参加しました。先生は

すごい研究をなさっているんですね。その研究の一端をとても分かりやすく教えてくださって楽し

い講座にしてもらい、充実した貴重な時間でした。こんな世界があるとは！！ 

・わからない言葉や図ばかりだったけれど、丁寧に教えてくれたので、とても理解しやすくとても楽

しかったです。最後にできた地図を見てとても達せい感がありました。 

・とても楽しい講義でした。最短コースは間隔ですぐわかるものだと思っていましたが、全く最短に

なっておらず、間隔はあてにならないものだと感じました。 

・すごく頭を使いましたが、楽しかったです。数学が身近に感じられました。 

 



 

 

 

議案第 ３ 号 

 

松本市立学校体育施設の開放に関する規則の一部改正について 

 

１ 趣旨 

  部活動地域移行に伴い、まつもと子どもチャレンジクラブ（以下「まつチャ

レ」という。）が利用できる環境整備の一環として、より多くの団体が幅広く

活発に利用できる環境を整備するため、所要の改正をすることについて協議

するものです。 

 

２ 主な改正内容 

 ⑴ 登録できる利用者の範囲にまつチャレを追加する。 

  ア まつチャレ定義 

    学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガ

イドライン（令和４年１２月スポーツ庁・文化庁）並びに長野県中学生期

のスポーツ・文化芸術活動指針（令和６年３月策定長野県教育委員会）及

び長野県地域クラブ活動推進ガイドライン（令和６年３月策定長野県教

育委員会）に沿って生徒を受け入れ、当該団体の規約、運営方針及び活動

計画を市長に提出した団体をいう。 

 ⑵ 登録の申請方法に電子申請を追加する。 

 

３ 新旧対照表 

  別紙のとおり 

 

４ 施行期日 

  公布の日から 

 

教 育 委 員 会 資 料 

７．２．２１ 

学 校 教 育 課 

担当 学校教育課 

学校施設担当課長 西澤 弘 

電話 ３３-９８４７ 



松本市立学校体育施設の開放に関する規則（昭和５６年教育委員会規則第１号）新旧対照表 

改正前 改正後 

（趣旨） （趣旨） 

第１条 この規則は、松本市立小学校、中学

校条例(昭和３９年条例第３８号)及び同条

例施行規則(昭和３９年教育委員会規則第

１号)に定めるもののほか、学校体育施設の

開放に関し必要な事項を定める。 

第１条 この規則は、松本市立小学校、中学

校条例(昭和３９年条例第３８号)及び松

本市立小学校、中学校条例施行規則（昭和

３９年教育委員会規則第１号）に定めるも

ののほか、学校体育施設の開放に関し必要

な事項を定める。 

（管理指導員の任務） （管理指導員の任務） 

第５条 管理指導員の任務は、次に掲げると

おりとする。 

第５条 管理指導員の任務は、次に掲げると

おりとする。 

(1) ［略］ (1) ［同左］ 

(2) 利用者に松本市立学校開放利用状況報

告書（様式第３号）を記入させ、利用日の

翌日当該学校長に提出するよう指導する

こと。 

(2) 利用者に松本市立学校体育施設開放

利用状況報告書（様式第２号）を記入さ

せ、利用日の翌日当該学校長に提出する

よう指導すること。 

(3) ［略］ (3) ［同左］ 

（利用者の範囲及び登録） （利用者の範囲及び登録） 

第７条 利用者の範囲は、市内に居住し、又

は勤務する１０人以上の者によって構成さ

れ、かつ指導者を有する団体で、あらかじめ

教育委員会に登録されているものに限る。 

第７条 利用者の範囲は、次に掲げる団体で

あって、あらかじめ教育委員会に申請し、

利用者として登録されているものに限る。 

  (1) 市内に居住し、又は勤務する１０人  

  以上の者によって構成され、かつ指導者

を有する団体 

  (2) まつもと子どもチャレンジクラブ（学

校部活動及び新たな地域クラブ活動の

在り方等に関する総合的なガイドライ

ン（令和４年１２月スポーツ庁・文化庁）

並びに長野県中学生期のスポーツ・文化

芸術活動指針（令和６年３月策定長野県

教育委員会）及び長野県地域クラブ活動

推進ガイドライン（令和６年３月策定長

野県教育委員会）に沿って生徒を受け入

れ、当該団体の規約、運営方針及び活動

計画を市長に提出した団体をいう。） 

２ 指導者としての資格は、市内に居住する

成人に限る。ただし、教育委員会が特に認め

た場合はこの限りではない。 

２ 前項第１号の指導者としての資格は、市

内に居住する成人に限る。ただし、教育委

員会が特に認めた場合はこの限りでない。 



改正前 改正後 

（登録の申請） （登録の申請） 

第８条 前条に係る申請は、団体の責任者が

松本市立学校体育施設開放利用団体登録申

請書（様式第１号）２部を教育委員会に提出

して行うものとする。 

第８条 前条に係る申請は、団体の責任者が

松本市立学校体育施設開放利用団体登録

申請書（様式第１号。以下「申請書」とい

う。）１部を教育委員会に提出して行うも

のとする。 

 ２ 団体の責任者が、教育委員会が指定する

ウェブサイトを利用する方法で申請を行

うときは、申請書に記載すべき事項を電磁

的記録により教育委員会に提出すること

ができる。 

 （申請の確認） 

第９条 教育委員会は、前条の規定による申

請があったときは、申請者が団体の責任者

本人であることを確認するほか、申請書等

に記載されている事項その他必要な事項

について審査するものとする。 

２ 教育委員会は、官公署等の発行した免許

証、許可証又は身分証明書であって、本人

の写真を貼付したものの提示を求めて、前

項に規定する確認を行うことができる。 

（登録の承認） （登録の承認） 

第９条 教育委員会は、前条の登録申請書に

よる登録申請を承認したときは、その団体

を登録し、松本市立学校体育施設開放利用

団体登録許可証（様式第２号）を交付する。 

第１０条 教育委員会は、第８条第１項の規

定による登録申請を承認したときは、その

団体を登録し、登録番号を通知する。 

２ ［略］ ２ ［同左］ 

第１０条～第１２条 ［略］ 第１１条～第１３条 ［同左］ 



改正前 改正後 

    

様式第1号(第8条関係)

 

 

松本市立学校体育施設開放利用団体登録申請書 

 

年  月  日 

 

  (あて先)松本市教育委員会 

 

団体名            

責任者氏名          

住所             

〒   －          

松本市            

（自宅）       

電話番号（携帯）       

 

利 用 学 校 名 

  

 

 

利 用 希 望 施 設 

 

 体育館 運動場 その他（         ） 

  

利用を希望する

曜日及び時間帯 

 

曜日  時  分～  時  分 

  

団 体 名 

 

 

  

団 体 所 在 地 

 

 

  

利 用 目 的 

 

 

  

登 録 人 員 

 

 

  

登 録 者 名 

 

登録者名簿のとおり 

 

指 導 者 氏 名 

  

 

 

様式第1号(第8条関係)

 

 

松本市立学校体育施設開放利用団体登録申請書 

 

年  月  日 

 

  (宛先)松本市教育委員会 

 

団体名            

責任者氏名          

住所             

〒   －          

松本市            

（自宅）       

電話番号（携帯）       

 

利 用 学 校 名 

  

 

 

利 用 希 望 施 設 

 

 体育館 運動場 その他（         ） 

  

利用を希望する

曜日及び時間帯 

 

曜日  時  分～  時  分 

  

団 体 名 

 

 

  

団 体 所 在 地 

 

 

  

利 用 目 的 

 

 

  

登 録 人 員 

 

 

  

登 録 者 名 

 

登録者名簿のとおり 

 

指 導 者 氏 名 

  

 

 



改正前 改正後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様式第2号(第9条関係)

 

(表)   

 

   松本市立学校体育 

登 録 許 可 証                   

   施設開放利用団体 

 

  

登 録 番 号 
  

 

  

  

団 体 名 
 

  

  
責 任 者 氏 名 

 

  

学 校 名 
 

  
  

種 目 
 

  

 

    松本市立学校体育施設の開放に関する規則に基づき登録を許可します。 

        年   月   日 

松本市教育委員会     印 

 

 

 

(裏) 

 

1 本証は各団体の責任者が保持してください。 

 

2 本証を紛失した場合、ただちに届け出てください。 

 

3 本証の登録有効期間は表面記載の登録許可日の属する年度の3月31日までです。毎年度登録更新の手続きをしないと使用できませ

ん。 

 

4 実施要項に違反した場合は、登録団体としての資格を取り消し、以後この団体及び登録者の復帰は一切認めません。 

 

 

 

 

 



改正前 改正後 

 

  

 

   

 

様式第3号(第5条関係)

 

 

松本市立学校開放利用状況報告書 

 

年  月  日  

 

  (あて先)松本市立 学校長 

 

住 所           

利用団体名           

責任者氏名           

電 話 番 号 (  )  ―    

 

記 

 

 貴校体育施設を使用しましたので、次のとおり利用状況につき報告します。 

 

 

使 用 年 月 日 

 

      年  月  日(  曜日) 

使 用 時 間 

 

  午前        午前 

      時  分～     時  分 

  午後        午後 

 

 

 

利 用 人 員 

 

 

男 女 計 

名 名 名 

 

確 認 事 項 

 

※ 点検した項目の□に印をつけてください。 

 □ 施錠 

 □ 消灯 

 □ 清掃 

 □ 忘れ物 

 

 

使 用 上 の 

問 題 点 

 

 

  

 

様式第2号(第5条関係)

 

 

松本市立学校体育施設開放利用状況報告書 

 

年  月  日  

 

  (宛先)松本市立 学校長 

 

住 所           

利用団体名           

責任者氏名           

電 話 番 号 (  )  ―    

 

記 

 

 貴校体育施設を使用しましたので、次のとおり利用状況につき報告します。 

 

 

使 用 年 月 日 

 

      年  月  日(  曜日) 

使 用 時 間 

 

  午前        午前 

      時  分～     時  分 

  午後        午後 

 

 

利 用 人 員 

 

                    名 

 

確 認 事 項 

 

※ 点検した項目の□に印をつけてください。 

 □ 施錠 

 □ 消灯 

 □ 清掃 

 □ 忘れ物 

 

 

使 用 上 の 

問 題 点 

 

 

  

 



 

 

議案第 ５ 号 

 

令和７年度版松本市教職員研修計画について 

 

１ 趣旨 

  令和５年２月に策定した松本市教職員研修計画について、令和５～６年度に実施した研

修の成果と検証に基づき、令和７年度の研修計画を更新しましたので、その内容について

協議するものです。 

 

２ 経過 

Ｒ３. ４    市が中核市に移行 

Ｒ４. ４    松本市教育研修センターを教育政策課内に設置 

Ｒ５. ２    松本市教職員研修計画を策定（基本方針の計画期間は令和８年度まで、 

年度毎の具体的計画は毎年度更新） 

Ｒ６. ３    松本市教職員研修計画（令和６年度版）を更新 

 

３ 令和７年度版の主な内容 

⑴ 第Ⅲ章の年度毎の教職員研修の内容を、令和７年度実施の内容に更新しました。 

  【新たに追加した目玉となる研修】 

ア 学校を活性化する「校内研修」の企画・推進の仕方を学ぶ研修 

「校内研修づくりワークショップ」（３回シリーズ） 

イ 「子どもがつくる学校行事」のあり方を実践校に学ぶ研修 

ウ 心理学的知見に基づく授業づくりを年間通して学び、実践する研修 

「生徒が自己肯定感を高める授業づくり研修」（６回シリーズ）  

エ 校内ＤＸ推進、ＩＣＴの活用に関する研修 

オ キャリアアップ研修Ⅰに係る研修 

⑵ 第Ⅳ章の研修参加に係る諸手続きの 01「松本市が独自で実施する研修」に(2)キャリア

アップ研修１とキャリアアップ研修Ⅱについて を追加しました。 

 

４ 教職員研修計画（案） 

  別添のとおり 

 

５ 今後の予定 

７．３月中   印刷製本し、教職員へ配布（各校２部＋データ配信）するとともに、

市ホームページにも掲載 

４～    実施研修講座の参加受付開始、研修実施 

 

 

教 育 委 員 会 資 料 

７．２．２１ 

教 育 政 策 課 

担当 

教育政策課 課長 小西 えみ 

教育研修センター センター長 大久保 和彦 

電話 ３３－３９８０ 



 

令和７年度の新規研修等について 

松本市教育研修センター 

１ 全教職員研修 まつもと「学びの日」 松本市教育会との共催 教育会総集会を兼ねる 

（１）趣旨 

  松本市の学校教育に関わる教職員が各会場に集まり、市の教育基本方針や教育観を深める有識者

の講演を聴いたり、自らの実践や手応えを互いに話し合ったりすることを通して子どもを学びの主

体として尊重し資質・能力を育む授業づくり・学校づくりの実践を進める市全体の機運を高めるこ

とを目指す。主会場の音楽文化ホールと各校をオンラインでつなぐハイブリッド形式で開催。 

（２）期日  令和７年７月２５日（金） 13：00～  

（３）主な内容   ・教育長講話   ・教育会の取組紹介 

・講演（大空小学校初代校長 木村泰子氏） 

  参加者によるリフレクション 

２ カリキュラムマネジメント研修 指定研修（各校１名） 5/29 10/21 

（１） 目的 各校でカリキュラムマネジメントを担当する教員（教務主任等）を対象に、年間２回の

講座を開設、「個々の教員の振り返りを学校の取組の改善につなげる方策」「取組の成果を踏ま

え新たな目標を共有する方策」等の知見を学び、取組みの方向や課題、成果等を参加者同士が

協議・相談しながら各校でのカリキュラムマネジメントに取り組んでいく実践的な講座。各校

１名参加の指定研修として実施。校長の支援を受けた各校での具体的な実践を通して、参加者

に「組織を動かす」知見と経験を積み上げることを図る。 

「校長マネジメント研修」を本研修の初回の同時期に実施し、カリキュラムマネジメントの概

念・見通しや、実施者へのサポートのあり方等を理解し、チームとして取組みを進めるための

基盤づくりを図る。 

（２）講師：大阪教育大 田村知子教授 

３ 校長・教頭マネジメント研修 

（１）校長マネジメント研修 5/16 

  「組織で取組むカリキュラムマネジメント」 大阪教育大 田村知子教授 

  「校務から始める学校 DX 推進」 信州大学 佐藤和紀准教授 

（２）教頭マネジメント研修 5/15・16 

  「学校力を高める教頭の実践力研修」（岐阜聖徳学園 玉置崇教授） 

「校務から始める学校 DX 推進」 信州大学 佐藤和紀准教授（※オンライン）5/16 

 ※各校の教務主任も参加 

４ ようこそ 先生！  希望する学校に講師が訪問し、学校づくりを支援 

講師が学校に訪問し、直接児童生徒、学校の先生方に働きかけ、学習者主体の学びの機運の向上を

図るもの。以下の２つを企画。 

① 【訪問型】デジタル・シティズンシップ教育研修 10/3  １校 

 講師（今度珠美氏：日本デジタル・シティズンシップ教育協会副理事長）が学校を訪問。当該校

の先生の授業の参観と講評、講師による授業実践、先生方への講演を実践。 

 他校からの参観も可能とする。 



 

② 木村泰子先生による学校訪問支援  9/10 9/11  ２校   

木村泰子先生が学校を訪問され、授業支援、全校・学年・学級等への授業実践、子どもたち・先

生たちとの懇談等を通して学校を支援。「『ご指導』ではなく、支援者の一人として学校を訪問

し、先生方と思いを語り合いたい」（木村先生談） 

５ ワークショップ「校内研修を創る」１～３★  6/17  9/2  11/20 

 校内研修の充実は、職員集団の同僚性を深め、学校改革・授業改善の気風を高める上で不可欠であ

る一方、そのような校内研修をどのように計画し、実践していけばいいのか悩みも大きいところ。

本研修では、ワークショップを通して、学校での実践と往還しつつ「先生たちが楽しく主体的に参

加する研修づくり」を対話的・実践的に学ぶことを目指す。他校の実践者とのネットワーク・コミ

ュニティの形成も図る。 

６ 教育哲学研修 西郷孝彦先生に学ぶ「子どもの『今』の幸せを実現する学校づくり」 10/28  

  世田谷区立桜丘中学校の校長を９年間務め、その間、全ての子が３年間楽しく過ごせる学校」を

目指し、校則・制服・定期テスト・宿題等を廃止、インクルーシブ教育を取り入れ個性を伸ばす教

育を実践された西郷孝彦先生。その導きにより「『本当に子どもため？』という問い直しから始める

学校づくり」の哲学を学ぶ。 

７ 達人に学ぶ！学級づくりワークショップ 4/22 勤労者福祉センター 

  学級づくりの達人、軽井沢風越学園の岩瀬直樹校長先生による学級づくりワークショップ。あら

ゆる授業・活動の充実の基盤となる「子どもたちが安心して自己表出できる学級づくり」のマイン

ドセットと方策を３時間たっぷりのワークショップで実感的に学ぶ。大好評の講座を今年も実現。 

８ 生徒が自己肯定感を高める授業づくり講座★ 

気鋭の心理学者、高橋史先生が開発された「生徒が自己肯定感を高める授業プログラム」を年間

を通じて継続実施することで、生徒が様々な状況の中で自己・他者を理解し、自分のよさを認識し

続ける力を高めることを目指す、授業実践と連動した講座。具体的には、研修参加者が高橋先生よ

り提供される「授業プログラム」を約２か月に１回、年間６回、各校の道徳の授業の中で実践。各

実践の前後でオンラインによるミーティング（研修）を実施し、高橋先生より授業実践上の留意点

の説明、質問への対応等の支援を受けたり、参加者同士が情報交換したりできる機会を持つ。 

 

９ 「実践校に学ぶ」研修シリーズ 

  ＬＳ，ＰＳとして「単元内自由進度学習」「探究的な学び」「子どもが創る学校行事」に取組む学

校から学ぶ研修シリーズ。実践校の授業実践の参観や研究主任等の講話を通して、取組みのイメー

ジや道筋を明らかにするとともに、参加者との協議を通して、自校での実践の見通しを高める。 

 

10 教師のためのセルフケア「マインドフルネス入門」 ★ 

  「子どもの笑顔を支えるために、まず教員自身が笑顔でいる」。大切なこととは理解しながらも、

ついつい後回しになりがちな教師自身の心のケアを学ぶ講座を開設。本研修では、東京科学大の土

井先生の導きのもと、ホッと肩の力を抜けるような対応を、認知行動療法という科学の視点から体

験的に学ぶ。首都圏で注目されている研修を、本市で受講できる貴重な機会。 
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報告第 １ 号 

 
 

令和７年度教育委員会関係当初予算について 
 

 

１ 趣旨 

市議会２月定例会に議案として提出した、令和７年度教育委員会関係当初

予算の内容について報告するものです。 
 

２ 令和７年度当初予算の概要（教育委員会関係部分） 

  別紙のとおり 

 

３ 今後の予定 

  令和７年市議会２月定例会予算特別委員会を経て、議会最終日に議決され

る予定です。 

教育委員会資料 

７．２．２１ 

教育政策課 

担当 教育政策課 

課長 小西 えみ 

電話 ３３－３９８０ 



新規事業、廃止事業、増減の大きな事業及び１億円以上の事業を主に掲載　　 （単位：千円）

当初予算額
６月補正後
予算額

令和７年度
当初予算額

令和６年度
主な内容

比較
（６月補正後）（◎及び☉は新規）

導入後22年経過した消防団車両を更新するもの

・ 車両購入費

○ 消防施設等整備事業費 121,060 131,070 131,070 △ 10,010

建築後30年経過した消防団詰所等を改築するもの

・ 調査・設計委託料 16,360千円

第7分団（中山）、第12分団（和田）、第17分団（岡田）

・工事請負費 89,840千円

第17分団（岡田）

【教育費】 9.5% 12,423,560 10,952,660 11,341,630 1,081,930

○ 人件費（款合計額） 3,524,390 3,228,700 3,228,700 295,690

○ 特色・魅力のある学校づくり事業費 28,120 17,090 19,930 8,190

＜ ☉ 松本デュアルスクール利用者向け住宅整備事業

8,120千円 ＞

大野川小中学校での松本デュアルスクール制度利用期

間中の滞在先として、教員住宅を改修し、活用するもの

［教員住宅貸付料］月39,000円～47,000円

○ 特別支援教育推進費 6,310 620 620 5,690

＜ ☉ 教育支援ソフト導入事業 5,690千円 ＞

特別な支援が必要な児童の通常学級での学びを充実させ

るため、教育支援ソフトを導入するもの

○ 学校支援事業費 146,940 134,920 134,920 12,020

＜ ☉ 日本語教育支援員処遇改善事業 1,940千円 ＞

日本語支援員の処遇改善を図るため、時給単価を増額す

るもの

○ 不登校児童生徒支援事業費 12,850 0 4,330 8,520

＜ ☉ オンライン教育支援センター管理運営費　7,450千円 ＞

（「不登校児童生徒ＩＣＴ基盤整備事業」から組替え）

ＩＣＴ活用による距離や時間を超えた不登校の児童・生徒

との関係作りを図るため、オンライン教育支援センターを

運営するもの

＜ ☉ フリースクール等利用児童生徒支援補助事業

5,400千円 ＞

市内の不登校の児童・生徒の保護者等に対して、フリース

クール等の利用料を補助するもの

［補助上限及び補助率 ］月額3万円、1/2

◎ 市立特別支援学校設置検討事業費 190 0 0 190

特別な支援が必要な児童・生徒が身近な地域で学ぶ環境を整

備するため、令和11年度を目標に、市立特別支援学校の設置

を進めるもの

○ 一般管理費（小学校費） 375,290 530,810 530,810 △ 155,520

○ 遠距離児童通学費 105,840 84,740 84,740 21,100

現行の遠距離通学距離基準の弾力化を図り、通学費扶助の

対象を拡大するもの（14,230千円）

○ 学校教育情報化推進事業費（小学校費） 527,610 504,060 504,060 23,550

＜ ☉ ＧＩＧＡスクール学習者用コンピュータ整備事業

16,160千円 ＞

-61-



新規事業、廃止事業、増減の大きな事業及び１億円以上の事業を主に掲載　　 （単位：千円）

当初予算額
６月補正後
予算額

令和７年度
当初予算額

令和６年度
主な内容

比較
（６月補正後）（◎及び☉は新規）

県との共同調達により、令和2年度に導入した学習者用

一人一台端末の更新・拡充を行うもの

［調達台数］13,471台

［事業費］5年リース約14億円（うち市負担額約9億円）

◎ 民間水泳施設活用事業費 17,230 0 0 17,230

（プール整備事業費から一部を組み替えて新設）

○ 長寿命化改良事業費（小学校費） 821,980 182,630 304,840 517,140

学校施設個別施設計画に基づき、計画的に改修するもの

＜ 源池小学校 10,230千円 ＞

［令和7年度事業］劣化度調査

＜ 菅野小学校　整備面積 7,373㎡ 101,790千円 ＞

［全体計画］令和3年度～令和7年度

［総事業費］31億9,973万円

［令和7年度事業］第3期工事

＜ 梓川小学校　整備面積 5,517㎡ 80,260千円 ＞

［全体計画］令和3年度～令和7年度

［総事業費］23億7,904万円

［令和7年度事業］第3期工事

＜ 波田小学校　整備面積 8,318㎡ 667,470千円 ＞

［全体計画］令和4年度～令和9年度

［総事業費］43億3,788万円

［令和7年度事業］第1、2期工事

［財源］長寿命化改良事業費充当債

◎ 学校施設ＬＥＤ化事業費（小学校費） 13,650 0 0 13,650

小学校校舎、屋内運動場の照明をＬＥＤ化するもの

［全体計画］令和6年度～令和10年度

［令和7年度事業］大野川小中学校実施設計

［財源］地域脱炭素移行・再エネ推進交付金　2/3

◎ 学校屋外運動場整備事業費（小学校費） 3,360 0 0 3,360

学校やＰＴＡの在り方の変化により、維持管理が困難と

なった芝生を公費により管理するもの

開智小学校、源池小学校、芝沢小学校、安曇小中学校

○ 一般管理費（中学校費） 342,930 264,710 264,710 78,220

＜ ☉ 市立小・中学校教師用教科書、指導書購入事業

72,660千円 ＞

おおむね4年ごとの教科用図書採択に伴い、教師用の教

科書・指導書を購入するもの

○ 学校教育情報化推進事業費（中学校費） 336,030 313,160 313,160 22,870

＜ ☉ ＧＩＧＡスクール学習者用コンピュータ整備事業

8,320千円 ＞

県との共同調達により、令和2年度に導入した学習者用

一人一台端末の更新・拡充を行うもの

［調達台数］6,877台

［事業費］5年リース約7億円（うち市負担額約5億円）

＜ ☉ ＤＸ推進モデル校の先進的ＩＣＴ環境整備事業

1,990千円 ＞
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新規事業、廃止事業、増減の大きな事業及び１億円以上の事業を主に掲載　　 （単位：千円）

当初予算額
６月補正後
予算額

令和７年度
当初予算額

令和６年度
主な内容

比較
（６月補正後）（◎及び☉は新規）

市立の学校における「新しい時代の学び」や「未来思考

の新たな学び」を研究、実践するＤＸ推進モデル校に対

し、ＩＣＴ環境整備を行うもの

［モデル校］丸ノ内中学校、鎌田中学校

　・借上料（大型モニター、Webカメラ、ＰＣ等）

 5年契約　総額995万円

＜ ☉ 校務システム整備事業 6,750千円 ＞

教員の業務負担軽減のため、デジタル採点ソフトを導

入するもの

○ 長寿命化改良事業費（中学校費） 102,750 309,660 309,660 △ 206,910

学校施設個別施設計画に基づき、計画的に改修するもの

＜ 高綱中学校　整備面積 6,305㎡ ＞

［全体計画］令和5年度～令和9年度

［総事業費］35億4,523万円

［令和7年度事業］第1、2期工事

○ 丸ノ内中学校改築事業費 30,160 0 10,060 20,100

校舎改築工事に向け、基本計画、基本設計を行うもの

［全体計画］令和6年度～令和13年度

［総事業費］約51億円

［令和7年度事業］基本計画、基本設計

◎ 学校施設ＬＥＤ化事業費（中学校費） 9,780 0 0 9,780

中学校校舎、屋内運動場の照明をＬＥＤ化するもの

［全体計画］令和6年度～令和10年度

［令和7年度事業］校舎ＬＥＤ照明器具賃貸借の事前準

　　　　　　　　 備として器具調達、設置

◎ 学校屋外運動場整備事業費（中学校費） 1,830 0 0 1,830

学校やＰＴＡの在り方の変化により、維持管理が困難と

なった菅野中学校の芝生を公費により管理するもの

○ 子育てのための施設等利用給付事業費 8,960 151,980 151,980 △ 143,020

・ 施設利用給付扶助費 7,570千円

一部の対象施設が認定こども園に移行したことに伴う減

○ 公民館管理運営費 385,470 276,930 288,120 97,350

○ 公民館等長寿命化事業費 195,890 165,170 171,320 24,570

個別施設計画に基づき、中間補修及び大規模改修するもの

＜ 中央公民館・Ｍウイング文化センター　 176,110千円 ＞

［全体計画］令和3年度～令和7年度

［総事業費］5億3,453万円

［令和7年度事業］第4期工事

＜ 島立公民館 9,640千円 ＞

［令和7年度事業］実施設計

＜ 寿台公民館 10,140千円 ＞

［令和7年度事業］実施設計

○ 図書館システム管理費 141,740 23,140 23,140 118,600

＜ ☉ スマート図書館事業 110,620千円 ＞

図書のＩＣタグ化とともに、図書館システムＬＩＮＥ連携

サービスを導入するもの
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新規事業、廃止事業、増減の大きな事業及び１億円以上の事業を主に掲載　　 （単位：千円）

当初予算額
６月補正後
予算額

令和７年度
当初予算額

令和６年度
主な内容

比較
（６月補正後）（◎及び☉は新規）

＜ ＩＣタグ化 109,410千円 ＞

＜ ＬＩＮＥ連携 1,210千円 ＞

◎ 中央図書館長寿命化事業費 21,410 0 0 21,410

老朽化した中央図書館の長寿命化改修工事を実施するもの

［全体計画］令和7年度～令和11年度

［総事業費］21億1,526万円

［令和7年度事業］基本設計

◎ 市立博物館管理運営費 181,870 0 0 181,870

（○博物館管理運営費から一部を組み替えて新設）

◎ 市立博物館事業費 15,850 0 0 15,850

（○博物館事業費から一部を組み替えて新設）

◎ 市立博物館事業費（特別展） 67,410 0 0 67,410

（○博物館事業費から一部を組み替えて新設）

＜ 松本クラフト推進協会連携展「手しごと展」

13,160千円 ＞

［会期］令和 7年 4月19日 ～  6月 9日

＜ あの世の裁判官・十王展 25,590千円 ＞

［会期］令和 7年 7月 5日 ～  9月 1日

＜ 日本刀は美しい～名刀で知る　初めての刀剣～

28,090千円 ＞

［会期］令和 7年10月 1日 ～ 11月16日 

◎ 旧開智学校校舎管理事業費 46,420 0 0 46,420

（○博物館管理運営費及び博物館事業費から一部を組み替

えて新設）

◎ 松本民芸館管理事業費 9,090 0 0 9,090

（○博物館管理運営費及び博物館事業費から一部を組み替

えて新設）

◎ 時計博物館管理事業費 26,830 0 0 26,830

（○博物館管理運営費及び博物館事業費から一部を組み替

えて新設）

＜ 時計博物館展示リニューアル計画策定事業　 7,290千円 ＞

老朽化・陳腐化・狭隘化した常設展示設備をリニューアル

するもの

［全体計画］令和7年度～令和9年度

［総事業費］1億5,166万円

［令和7年度事業］基本計画

○ 博物館管理運営費 70,150 280,020 327,210 △ 257,060

○ 博物館事業費 71,140 97,390 98,700 △ 27,560

＜ ☉ 四賀化石館化石採集地整備事業 8,260千円 ＞

化石採取体験事業を実施している現行の化石採集地の化石

量が減少しているため、新たな化石採集地を整備するもの

＜ ☉ 歴史の里保存活用計画策定事業 220千円 ＞

適切な管理と活用のため、歴史の里保存活用計画を策

定するもの

◎ 旧市立博物館解体事業費 399,920 0 0 399,920

（○博物館管理運営費から一部を組み替えて新設）
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新規事業、廃止事業、増減の大きな事業及び１億円以上の事業を主に掲載　　 （単位：千円）

当初予算額
６月補正後
予算額

令和７年度
当初予算額

令和６年度
主な内容

比較
（６月補正後）（◎及び☉は新規）

旧市立博物館及び重要有形民俗文化財収蔵庫を解体する

もの

［全体計画］令和6年度～令和7年度

○ 文化財保存管理費 48,540 12,170 12,840 35,700

＜ ☉ 旧会田中学校校舎解体事業 37,270千円 ＞

旧会田中学校校舎を解体するもの

○ 埋蔵文化財保護事業費 126,190 102,930 102,930 23,260

＜ 出川南30次　5,000㎡ 25,770千円 ＞

［新庁舎建設事業］（仮称）南松本庁舎建設に係る調査

＜ 波田下原3次　5,000㎡ 19,590千円 ＞

［新松本工業団地拡張開発事業］臨空工業団地拡張に係

　る調査

＜ 大村7次　500㎡ 5,320千円 ＞

［国民スポーツ大会関係施設改修事業］浅間庭球場駐車

　場建設に係る調査

＜ 島内山田4次、北部古窯址群7次　4,000㎡

35,590千円 ＞

［山田地区クラインガルテン整備事業］クラインガルテ

　ン建設に係る調査

○ 国宝松本城南・西外堀復元事業費 31,440 86,250 86,250 △ 54,810

国宝松本城周辺整備と歴史的風致維持向上の一環として、

松本城南・西外堀を「水をたたえた堀」として復元するもの

［全体計画］平成18年度～令和13年度

［令和7年度事業］基本設計、発掘調査

【債務負担行為】 （債務）

　限度額　22,660千円　期間　令和7年度～令和8年度 22,660

○ 美術館管理運営費 388,670 301,470 301,470 87,200

・ 管理委託料（指定管理） 373,300千円

○ 美術館事業費 124,050 111,210 114,360 9,690

＜ ロートレック展 13,050千円 ＞

［会期］令和 7年 1月18日～ 4月 6日

＜ 70歳以上公募展 9,620千円 ＞

［会期］令和 7年 4月26日～ 6月 1日

＜ ロイヤルコペンハーゲン展 31,630千円 ＞

［会期］令和 7年 7月12日～ 9月23日

＜ 石井柏亭展 26,070千円 ＞

［会期］令和 7年10月11日～12月 7日

＜ サンリオ展 15,000千円 ＞

［会期］令和 8年 1月21日～ 3月29日

○ 教育文化センター再整備事業費 28,340 0 19,080 9,260

老朽化した教育文化センターを人事育成の拠点「（仮称）

学都ラボ」として再整備するもの

［全体計画］令和6年度～令和10年度

［総事業費］約14億円

［令和7年度事業］実施設計（2年目）

○ 学校給食センター管理運営費 481,350 489,560 489,560 △ 8,210

-65-



新規事業、廃止事業、増減の大きな事業及び１億円以上の事業を主に掲載　　 （単位：千円）

当初予算額
６月補正後
予算額

令和７年度
当初予算額

令和６年度
主な内容

比較
（６月補正後）（◎及び☉は新規）

○ 学校給食センター再整備事業費 272,150 550 64,150 208,000

再整備基本計画に基づき学校給食センターを再整備するもの

＜ 第１新センター（高機能中規模センター） ＞

［全体計画］令和6年度～令和9年度

［総事業費］約50億円

［令和7年度事業］基本設計、実施設計、造成工事、上

　　　　　　　　 水道工事、用地取得

○ 学校給食物資購入事業費 1,153,410 1,020,840 1,020,840 132,570

△ 幼稚園灯油配管改修事業費 0 5,220 5,220 △ 5,220

△ 基幹博物館整備事業費 0 36,400 36,400 △ 36,400

△ 学校給食費負担軽減事業費 0 108,200 108,200 △ 108,200

（○学校給食物資購入事業費へ組替）

【公債費】 △ 4.0% 8,477,850 8,827,570 8,827,570 △ 349,720

○ 市債償還元金 8,215,720 8,523,460 8,523,460 △ 307,740

○ 市債償還利子 262,070 304,050 304,050 △ 41,980

【諸支出金】 △ 8.1% 1,744,400 1,898,410 1,898,410 △ 154,010

○ 繰出金（行政管理課分） 1,230,150 1,353,660 1,353,660 △ 123,510

・ 水道事業会計 145,180千円

・ 下水道事業会計 1,030,050千円

・ 農集落排水事業会計 54,920千円

○ 繰出金（福祉政策課分） 457,090 488,270 488,270 △ 31,180

・ 病院事業会計

四賀の里クリニック 32,930千円

市立病院 424,160千円

（基本分）（政策医療等分） 257,030千円

（投資分）（企業債分） 167,130千円

【予備費】 0.0% 150,000 150,000 150,000 0

○ 予備費 150,000 150,000 150,000 0
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増減の大きな事業及び100万円以上の事業を主に掲載　　 （単位：千円）

当初予算額
６月補正後
予算額

令和７年度
当初予算額

令和６年度
主な内容

比較
（６月補正後）（◎及び☉は新規）

【市街地駐車場事業】 △ 15.7% 246,030 263,500 291,730 △ 45,700

　（歳入）

○ 駐車場使用料 174,030 191,870 220,100 △ 46,070

・ 松本城大手門駐車場 71,350千円

・ 中央駐車場 51,740千円

・ 中央西駐車場 50,940千円

○ 定期駐車使用料 44,760 42,720 42,720 2,040

○ 施設使用料 26,730 26,730 26,730 0

○ 敷地使用料 10 1,680 1,680 △ 1,670

　（歳出）

○ 松本城大手門駐車場管理運営費 44,900 45,340 45,340 △ 440

・ 修繕料 1,540千円

駐車線、防火設備、消防設備

・ 管理委託料（指定管理） 42,780千円

○ 中央駐車場管理運営費 30,290 31,070 31,070 △ 780

・ 管理委託料（指定管理） 25,740千円

○ 中央西駐車場管理運営費 31,180 31,850 31,850 △ 670

・ 管理委託料（指定管理） 29,520千円

○ 一般管理費 65,100 80,470 80,470 △ 15,370

・ 消費税及び地方消費税 13,840千円

・ 一般会計繰出金 51,240千円

○ 公債費 73,560 73,770 73,770 △ 210

・ 償還元金 72,820千円

・ 償還利子 740千円

○ 前年度繰上充用金 0 0 28,230 △ 28,230

・ 前年度歳入欠かん補填金 28,230千円

【奈川観光施設事業】 △ 2.6% 178,650 183,480 183,480 △ 4,830

　（歳入）

○ 一般会計繰入金 110,450 111,280 111,280 △ 830

○ 観光施設事業費充当債 68,200 72,200 72,200 △ 4,000

　（歳出）

○ 野麦峠スキー場管理費 120,110 123,100 123,100 △ 2,990

・ 修繕料（リフト改修事業） 55,400千円

・ 管理委託料（指定管理） 51,220千円

☉ 備品購入費 12,870千円

降雪機（固定式）を更新するもの

○ 公債費 58,540 60,380 60,380 △ 1,840

【松本城】 36.4% 1,781,920 1,232,220 1,306,240 475,680

　（歳入）

○ 松本城観覧料 1,054,550 540,500 540,500 514,050

観覧者数　830,815人　→　908,823人（＋9.4％）

○ 駐車場使用料 55,320 56,520 56,520 △ 1,200

○ 売店商品売上収入 262,020 228,030 228,030 33,990

○ 国宝重要文化財等保存整備費補助金 119,810 144,370 144,370 △ 24,560

＜ 堀浄化対策事業 113,740千円 ＞

＜ 黒門・太鼓門耐震対策事業 6,070千円 ＞

※5月専決分を除く

△17,840
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増減の大きな事業及び100万円以上の事業を主に掲載　　 （単位：千円）

当初予算額
６月補正後
予算額

令和７年度
当初予算額

令和６年度
主な内容

比較
（６月補正後）（◎及び☉は新規）

○ 一般会計繰入金 39,140 34,870 34,870 4,270

松本城公園管理に係る経費の1/2

○ 松本城施設整備基金繰入金 247,290 191,710 265,730 △ 18,440

＜ 堀浄化対策事業 144,190千円 ＞

＜ 黒門・太鼓門耐震対策事業 8,440千円 ＞

＜ 史跡松本城サイン・動線計画策定事業 8,150千円 ＞

＜ 国宝松本城南・西外堀復元事業 21,410千円 ＞

　（歳出）

○ 人件費 144,280 135,340 135,340 8,940

○ 事務管理費 199,940 161,550 169,650 30,290

○ 天守管理費 96,330 87,800 87,800 8,530

○ 施設整備事業費 570,130 27,470 74,090 496,040

・ 松本城施設整備基金積立金 483,360千円

松本城の整備に向け、観覧料改定による増益分を基金に積

み立てるもの

○ 売店管理運営費 166,270 146,030 146,030 20,240

○ 堀浄化対策事業費 258,530 250,070 250,070 8,460

内堀、外堀、総堀の浚渫及び水質浄化を実施するもの

［全体計画］令和5年度～令和11年度

・ 浄化作業委託料 227,410千円

○ 国庫補助松本城史跡整備事業費 12,150 38,690 38,690 △ 26,540

＜ 太鼓門耐震対策事業 14,510千円 ＞

耐震診断の結果をもとに、耐震対策工事を実施するもの

［全体計画］令和4年度～令和7年度

［令和7年度事業］耐震工事

・ 工事請負費 6,690千円

○ 単独松本城史跡整備事業費 48,450 4,590 4,590 43,860

＜ ☉ 史跡松本城石垣対策事業 33,420千円 ＞

・ 工事請負費

崩落した石垣の復旧工事を行うもの

＜ ☉ 史跡松本城サイン・動線計画策定事業　　8,150千円 ＞

史跡松本城の周遊性の向上を図るため、サイン・動線計

画を策定するもの

［全体計画］令和7年度～令和8年度

・ 計画策定支援委託料

【債務負担行為】 （債務）

限度額　8,080千円　期間　令和7年度～令和8年度 8,080

○ 国宝松本城天守耐震対策事業費 66,080 0 78,920 △ 12,840

耐震診断の結果をもとに、耐震補強内容の検討を行い、耐

震対策工事を実施するもの

［全体計画］令和7年度～令和10年度

［令和7年度事業］基本設計

△ 国宝松本城天守防災対策事業費 0 29,920 29,920 △ 29,920
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周知事項 １ 

 

史跡弘法山古墳発掘５０周年記念講演会の開催について 

 

１ 趣旨 

史跡弘法山古墳発掘５０周年を記念して、最新の調査成果を市民に知ってもらう講演

会を開催することについて周知するものです。 

 

２ 概要 

 ⑴ 講演会名 「前方後方墳とその時代－弘法山古墳と高尾山古墳－」 

 ⑵ 日時   令和７年３月１６日（日）１３時～１６時３０分 

 ⑶ 会場   Ｍウイング ６階 ホール 

 ⑷ 内容 

ア 記念講演「弘法山古墳の系譜を考える」 

 講師：北條芳隆氏（東海大学教授、史跡弘法山古墳調査委員会委員長） 

イ 事例報告 

 (ｱ) 「史跡高尾山古墳」 

   報告者：木村聡氏（沼津市教育委員会、史跡高尾山古墳保存整備事業担当） 

 (ｲ) 「史跡弘法山古墳」 

   報告者：小山奈津実（松本市教育委員会文化財課） 

ウ 座談会 上記の３名による座談会 

⑸ 参加料  無料 

⑹ 申込み  不要 

⑺ その他  講演会の様子を録画編集し、YouTubeで公開 

 

３ 周知方法 

 ⑴ 市ホームページ及び文化財課ＳＮＳ 

 ⑵ チラシ配布（地区公民館・県内博物館等） 

⑶ プレスリリース 

⑷ 広報まつもと３月号 

 

４ その他 

  企画展「弘法山古墳－発掘調査５０年のあゆみ－」を３月３０日（日）まで松本市立

考古博物館で開催中（「発掘された松本２０２４」速報展と同時開催）。 

 

 

 

教育委員会資料 

７．２．２１ 

文化財課 

担当 文化財課 

課長 田多井 用章 

内線 ３４-３２９２ 



北條芳隆氏北條芳隆氏

記念講演

東海大学教授

木村聡氏

事例報告
静岡県沼津市

史跡高尾山古墳

沼津市教育委員会

小山奈津実小山奈津実

事例報告
松本市

史跡弘法山古墳

松本市教育委員会

企画展
弘法山古墳弘法山古墳

松本市立考古博物館

３ １６

申し込み不要

参加無料

13 ： 00 ～ 16 ： 30 （正午開場）

月　　　　日

会場 ウイング会場 ウイング

定員３５０人定員３５０人

令和７年

松本市教育委員会文化財課
電話 0263-85-7064

松本市教育委員会文化財課
電話 0263-85-7064

問い合わせ

2 月中は土日 ・祝日のみ開館
3月から月曜休館
観覧料 200 円 ・ 中学生以下無料

2月中は土日 ・ 祝日のみ開館
3月から月曜休館
観覧料 200 円 ・ 中学生以下無料

土 日

13 ： 10－14 ： 10

14 ： 15－14 ： 45

14 ： 45－15 ： 10

座談会
15 ： 30－16 ： 30

弘法山古墳の系譜を考える弘法山古墳の系譜を考える

－発掘調査 50 年のあゆみ－

6F ホール 松本市中央 1-18-1



全長 約 62ｍ
時代 3 世紀中頃
特徴 周溝をもつ
   大きな墓坑に木棺直葬
遺物 土器、鉄製の槍、鏃、
   やりがんな、
   青銅製の鏡、勾玉  

全長 約 62ｍ
時代 3 世紀末
特徴 竪穴式礫槨（れきかく）
遺物 土器、鉄製の斧、
   剣（一部槍の可能性）、
   鏃、やりがんな、
   青銅製の鏡、鏃
   ガラス小玉

長野県生まれ

史跡弘法山古墳調査委員会委員長 

長年、古墳時代とりわけ古墳や遺跡と景

観に関する研究に取り組み、遺跡と太陽や

暦との関係解明に挑む。最近は古式土師器

の成形技法にかかる実験的研究にも熱中。

弘法山古墳は全長約 62ｍ、3 世紀末の前方後方墳です。

中山丘陵の突端に位置し、墳丘上から松本平を一望でき

ます。昭和 49 年（1974）に発掘調査が行われ、河原石

をつかった埋葬施設がみつかりました。立地、墳形、埋

葬施設の構造、副葬品などから、県内で最古の古墳の 1

つであり、信濃への古墳文化の導入を示す貴重な遺跡と

して、昭和 51 年（1976）2 月

20 日に国史跡になりました。

高尾山古墳は全長 62ｍ、3 世紀中頃の前方後方墳

です。東日本最古級かつ、同時期の古墳の中でも

最大級の大きさを誇ります。沼津市の愛鷹山から

南にのびる尾根の末端、眼前の平野や駿河湾を見

ることができる好立地に築かれました。3 世紀中

頃は、最初の古墳と言われる箸墓古墳が築かれた

時期で、高尾山古墳の存在は、古墳文化の東日本

への広がりやヤマト王権成立期における政治的、

社 会 的 情 勢 を 知 る 上 で 重 要 と し て、令 和 6 年

(2024)10 月 11 日に国史跡に

指定されました。

■主な著書

『古墳の方位と太陽』�2017�同成社

『考古学講義』2019 筑摩書房

『季刊考古学・別冊 35 社会進化の比較考

古学−都市・権力・国家ー』2021 雄山閣 

など多数

北條芳隆氏
東海大学教授

木村聡氏
沼津市教育委員会
史跡高尾山古墳保存整備事業担当

小山奈津実
松本市教育委員会

史跡弘法山古墳再整備事業担当
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